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～第 210 臨時国会 安保破棄中実委･中央社保協･国民大運動主催 10.26 定例国会行動～ 

国民の声と野党の追及により、山際経済再生担当大臣は辞

任に追い込まれましたが、癒着の実態は明らかにされていま

せん。岸田首相の任命責任とともに、すべての閣僚の統一協

会との関係を明らかにすることが求められます。各委員会で

の法案審議が始まっているなかで 10 月 26 日、三者共催に

よる第 2 回目の定例国会行動がおこなわれました。行動に

は自治労連の小原徹也中央執行委員による司会のもとに

90 人以上が参加。国公労連の島袋慶三中央執行委員による

音頭で「岸田首相は任命責任をとれ！」などと声をあげ、た

たかう決意をかためあいました。なお、当日は、神奈川や埼

玉大運動実行委員会による国会行動もとりくまれました。 

 

市民と野党の共闘を一層強くし「軍事費削って暮らしにまわせ」の声を大きく広げよう！ 

 

統一協会との癒着を徹底的追及！いのちと暮らし最優先の政治へ全力でたたかう！ 

 

 

主催者を代表して挨拶をおこなった全商連の中山眞常任理事は、大軍拡と社会保

障削減をすすめ、統一協会との癒着など「岸田政権の無為無策で国民に冷たい政治

が明らかになった」と指摘。「F35 戦闘機 147 機の配備をやめれば、消費税率を

2％引き下げられる」など、「憲法 9 条を持つ日本こそ、軍備を持たずに再生可能エ

ネルギーで電力をまかなうアイスランドやコスタリカのような道を進むべきだ」と

し、「亡国･棄民の政治を一刻もはやく終わらせるために、『軍事費削って暮らしにま

わせ』の声を大きく広げ、市民と野党の共闘を強くしよう」とよびかけました。 

国会情勢を報告した日本共産党国会議員団の田村貴昭衆議院議員は、異常な円安と物

価高騰で国民の悲鳴が広がるなか、まともな物価高騰対策も出さず軍事費 2 倍では暮

らしは全破壊だと批判。一番有効な物価高騰対策は消費税引き下げだとし、立民、れい

わ、社民の 4 党共同で、消費税を 5％に引き下げ富裕層と大企業に応分の負担を求める

法案を提出したことを報告。「自民党議員が広告塔となり反社会的活動を助長させ被害

を広げてきた統一協会との癒着は国会論戦のなかで徹底追及していく」と表明。「力を

あわせていのちと暮らし最優先の政治を貫くために全力でたたかう」と訴えました。 



国民皆保険制度が壊される保険証の廃止とマイナンバーカードの義務化は撤回させよう！ 

 

コロナ禍の教訓、余力のある医療･介護体制の構築ができない感染症法改定案は廃案に！ 

                                              

一つひとつの行動を成功させ野党共闘の再構築を支え、岸田政権を退陣に追い込もう！ 

 
 
 
 

 
第 210 臨時国会（10/3～12/10） 今後の定例国会行動の予定 

 
 
 
 

マイナンバー制度反対連絡会の原英彦事務局長(全労連常任幹事)は、政府は 2024 

年に健康保険証を廃止し、法律では任意であるマイナンバーカードを強制し義務化し

て保険証と一本化するとしていますが、その狙いは国民皆保険制度を壊すことだと指

摘。河野大臣の会見以降、4 日間で 10 万人を超えるネット署名が寄せられたこと

は、国葬強行などの国民軽視と信頼できない政府に個人情報を集積されることへの怒

りだと指摘。「来期国会にはマイナンバー改正法案が出されるようだが、国民皆保険

制度を守る一点で、運動を大きく広げて撤回させよう」とよびかけました。 

全日本民医連の山本淑子事務局次長は、25 日から審議入りしている感染症法改定案

について、「都道府県と医療機関が医療提供について協定を結び、対応できなければ罰

則もあるという都道府県と医療機関に責任を丸投げする中身であり、一言でいうと、コ

ロナ禍の反省が全くいかされていない法案だ」と指摘。２年半のコロナ禍で医療崩壊が

各地で起き、医療を維持するのも困難な同じような状況がまた繰り返されるとして、「医

療や介護、社会保障をないがしろにしてきた政治の責任だ」と強く批判し、「この法案

の問題点を明らかにして、廃案に追い込むまで奮闘する」と決意を述べました。 

国民大運動の渡辺正道事務局長は、「山際大臣の更迭は国民世論と運動が岸田政権を追

い込んできた成果だ。岸田政権の任命責任を求め、自民党と旧統一協会の関係、疑惑を徹

底糾明していこう」とよびかけました。さらに河野大臣の健康保険証廃止とマイナンバー

カード強制発言で国民の反対の声が急速に広がったと指摘。「いまや岸田政権は『黄金の

3 年間』どころか『短命政権の様相』を呈しはじめている」として、「一つひとつの行動を

成功させて岸田政権を退陣に追い込もう」とよびかけて行動提起をおこないました。 

◆  12:15～13:00    ◆衆議院第 2 議員会館前     ◆隔週の水曜 

◆ 11 月 9 日、 11 月 30 日    

 

 
◆ 11 月 3 日(木･祝) 14:00～ 武力で平和はつくれない･つなごう憲法をいかす未来へ 憲法大行動 

国会議事堂周辺   総がかり行動実行委／全国市民アクション 
 
◆ 11 月 6 日(日) 13:00～ 物価高騰対策、消費税減税、インボイス中止、マイナ保険証廃止  

大集会＆サウンドデモ(鍜治橋まで) 芝公園  全中連 




